
西日本支社入札監視委員会定例会議議事概要

１ 開催日 平成 26年 1月 28日(火)

２ 場 所 独立行政法人都市再生機構西日本支社 3階会議室

３ 委 員

［委 員］

熊谷 尚之 委員長（弁護士）

黒田 勝彦（大学名誉教授）

舟橋 國男（大学名誉教授）

定藤 繁樹（大学院教授）

  

４ 審議対象期間 工 事：平成 25年 8月１日～平成 25年 11月 30日

         業務等：平成 25年 8月 1日～平成 25年 11月 30日

５ 抽出件数

入 札 方 式 抽出件数

工
事

１ 一般競争入札方式（詳細条件審査型含） ２件（０件）

２ 指名競争入札方式 １件（１件）

３ 随意契約方式

０件（０件）

※審議対象期間に

おける契約なし

４ 入札方式に係らない抽出 １件（１件）

業
務
等

５ 競争入札・企画競争等 １件（０件）

6 随意契約 １件（０件）

抽 出 件 数（計） ６件（２件）

（注）抽出件数の（ ）書は、事務所（独立行政法人都市再生機構会計実施細則（平成 16 年独

立行政法人都市再生機構達 95号）第 2条第 8号に定める「事務所」をいう。）の分任契約

担当役の発注で内数である。

６ 委員からの意見・質問、それに対する回答

意 見 ・ 質 問 回  答

別紙のとおり 別紙のとおり

７ 委員会による意見の具申又は勧告の内容

なし。

以 上



別 紙

意 見 ・ 質 問 回   答

１

２

３

４

【平成２５年度鷺洲第二団地他リニューア

ル等工事】

・リニューアル工事において基本実施項目

と追加実施項目とがあるが、どのような

基準でわかれているのか？

・追加実施項目を決める際に基準はあるの

か？

・実際の発注戸数が、想定戸数（80 戸）に

満たなかった場合は契約金額の払い戻し

となるのか？

・資料に記載されている施工内容は、全て

の住戸で実施するわけではないのか？

【２５‐吹田操車場跡地地区８街区外整備

工事】

・ＪＶ参加を可能とした理由は？

【２５‐国文都市地区Ｆ６６街区法面階段

整備その他工事】

・ 特になし

【２５‐南港前団地１号棟外部金物その他

塗装工事】

・ 前回の入札が不調だったとのことだが、

再発注した今回も辞退者や予定価格超

過者が多いのは、理由として何が考えら

れるか？

・基本実施項目は全団地で実施している項

目であり、追加実施項目は団地毎に改修

プランの内容によって決めております。

・家賃や団地の立地条件を勘案して追加実

施項目を決めております。

・２年間に 80 戸発注する想定金額で入札

し受注者を決定しておりますが、この金

額で契約しているわけではありません。

実際は空家が発生した都度工事を発注

しますが、空家の状況によって住戸毎に

工事費も異なります。１戸毎の精算とな

ります。

・住戸のプランによって内容は異なりま

す。

・当該市域の過年度の工事において、自

治体から地元企業が参加しやすい要件

設定を求められ、ＪＶ参加を可能とし

た経緯がありました。また、今回の工

事も当機構の内規に照らしてＪＶ参加

を設定できる条件を満たしておりまし

たので、過去の経緯も踏まえてＪＶ参

加を可能としました。

・塗装工事については、従来低入札が多

い傾向でしたし、単純な工事ですので、

積算上問題があったわけではありませ

ん。

今年に入って、消費税増税前の分譲住



５

６

【名谷団地１号棟他１棟外廻りアルミ製建

具断熱改修工事他監督業務】

・特になし

【ＭＵＪＩ×ＵＲ（Ｈ２５ｗｅｓｔ）住戸リ

ノベーション設計】

・随意契約の場合、ほとんど契約金額が予

定価格と同額となると思っていたが、必

ずしもそうではないのか？

・設計意図伝達業務とは具体的に何をする

のか？

・今回の業務内容は複雑で、新築の場合よ

りもはるかに難しいと思うが、それにし

ては金額が低いのではないか？

宅の駆け込み需要による工事や公共団

体等の発注工事が増えているそうで、

今回のように住戸内に立ち入り、住民

と調整を要する工事は敬遠されている

と聞いております。

・随意契約の中でも事務所賃貸借や定額

の物品の購入等、競争性が全くないも

のについては価格が下がる余地があり

ませんが、設計業務については、受注

者側も努力する余地があり、今回予定

価格を下回る金額での契約となりまし

た。

・図面に仕様等は記載しておりますが、

改修前の状態は住戸によってさまざま

ですし、一つ一つの納まり等、現場で

施工者に設計の意図を伝える必要があ

ります。文字どおり設計の意図を伝達

する業務です。新築の工事においても

仕上げ材や色の決定などについて、設

計意図伝達業務が行われております。

・業務量としては住戸プランの数戸につ

いての設計業務ですので、この金額で

実施できるものです。


